
平成２９年度 自己評価結果公表シート 

 学校法人寺西学園 東香里丘幼稚園 

１．園の教育目標 

「つよく・ただしく・ほがらかに」 

変化や創意に富んだ保育内容で、園児の心と身体をバランスよく、のびのびと育てる。 

 

１．健康な心と身体を育て、自らの生きる力を養う。 

２．多くの人と親しみ、支えあうための自立心を育む。 

３．自然・環境や社会のできごとなど、身近なことに積極的にふれあう力を育てる。 

４．自ら思っていることを積極的に表現し、相手のメッセージや言葉を聞く態度を養う。 

５．豊かな感性を育て、感じたこと考えたことを素直に表現する意欲を養い、創造性を豊かにする。 

 

２．本年度に定めた重点的に取り組むことが必要な目標や計画をもとに設定した学校評価の具体的な 

目標や計画 

１．幼児教育にふさわしい環境づくり 

・新園舎の建設にあたり、園庭や保育室など全体的な保育環境の見直しを行い、子どもたちの心と 

体がバランスよく成長できる環境づくりの研究に取り組む。 

２．防犯・安全対策を見直す。 

・園舎の建て替えを控えているため、仮園舎や新園舎の設計を進める中で、改めて防犯・安全設備を

見直すと同時に教職員の防犯・安全に対する意識を高める。 

 

３．評価項目の達成及び取り組み状況 

評 価 項 目 取  組  状  況 

幼児教育にふさわしい環境 

づくり 

・新園舎の設計段階から様々な意見を出し合い、「子どもたちに 

 とって快適な空間とは何か？」を全員で考えた。 

・保育の動線を意識しながら、保育者の目が行き届き、子どもたち

への目配りができる園舎設計を進める。 

・子どもたちが“興味を持って学ぶ”ことができるよう、遊び心を 

 織り交ぜた保育環境を整備する 

・園庭の大型遊具や砂場などの遊び場を充実し、自然に触れながら 

 体験することで、自ら学べる環境づくりに取り組む。 

防犯・安全対策を見直す 

・玄関の鍵を暗証番号で解錠できるようにし、預かり保育の 

 時間帯も常に施錠して入退園者の管理を行えるようにした。 

・園児の登下校時は玄関に職員を配置し、不審者が侵入しない 

 よう対策を行った。 

・不法侵入者を想定して、通報・避難・安全確保・撃退方法等 

 職員同士で打ち合わせ・訓練を行った。 

 

 



４．学校評価の具体的な目標や計画の総合的な評価結果 

結 果 理       由 

Ｂ 

・保育環境の先進事例などを研究し、新園舎の設計に織り込めるか検討を重ねた。 

・新制度への移行も視野に入れ、自園調理の給食が提供できる調理室とランチルームを 

新園舎の設計に取り入れた。 

・実際の工事も進んでいくので、現場の状況を見ながら更なる検討を重ねていく。 

・仮園舎での保育が始まり、教職員全員で打ち合わせ・検討を重ねながら、その都度 

 改善を図り、安心・安全な保育環境の整備を行った。 

※【達成度】の表示方法   Ａ：充分達成されている 

Ｂ：達成されている 

              Ｃ：取り組まれているが、成果が充分でない 

              Ｄ：取り組みが不十分である 

 

５．今後取り組むべき課題 

課 題 具体的な取り組み方法 

安全意識を高め

る 

・遊具・教具の安全点検の徹底。 

・自然災害への対応を協議し、防災に対する教職員の意識を高める。 

 

子育て支援の更

なる充実 

・新制度への移行も視野に入れながら、教職員全員で新制度への理解を深めると 

同時に、子育て支援の更なる充実のための方策を検討する。 

 

 

 

６．学校関係者評価委員会の意見 

平成２９年度自己評価結果に基づき、委員からは概ね良好な運営をされているとの評価をいただいた。 

仮園舎でも子どもたちが安全に過ごせるよう配慮いただき、新園舎での生活に向けて、引き続き、園児・

保護者の視点に立った運営をお願いしますとのご意見を頂戴した。 

 

 


